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取り上げられた事例の活動形態やテーマは多様で、特に第三、第四章に
挙げられる事例は、伝統的な仏教寺院と現代的なエンターテイメントとの
融合であったり、昔では考えられなかった自然環境の問題に取り組む活動
であったりと、読者には非常に真新しく感じられたのではないだろうか。
そして全体を通して、僧侶がいずれも意欲を持って生き生きと活動してい
る様子が、短い事例の中にも描かれている。僧侶の社会的活動へのコミッ
トメントの度合いが多種多様であることも、特筆すべき点である。本節冒
頭で述べたメディアが取り上げる僧侶の偉大な社会貢献活動は確かに大き
なエンパワーメントを有しているが、しかし大部分の僧侶がそのようなあ
る意味で「大きな」社会貢献活動に踏み出せずにいることも事実であろう。
本書で述べられる多様な事例のいくつかは、そういった僧侶に活動への親
しみやすさ・取り組みやすさを感じさせるのではないか。応用可能な事例
がいくつもあるのが本書の魅力であろう。 
一つだけ指摘をするならば、事例や著者のお寺ビジョンが都市に限られ
ており、地方でのお寺の役割についてあまり言及されていない。都市での
地域コミュニティへのお寺の参与ももちろん重要であるが、地方や田舎の
お寺における活動は、都市とは違った形で重要であると考えられる。今後
過疎化が進むであろう地域でも、お寺がどのように人々にかかわっていく
のかを考察することは必要だろう。また都市と地方で異なるお寺の役割を
比較することで、今後の展望もさらに広がるのではないだろうか。 
しかしながら本書の中でも述べられているように、都市のお寺が積極的
に社会活動をするところから地方へ波及していく効果は大きく期待できる。
東京を含めた大都市が社会文化の最先端となり、様々な運動や流行を生み
出していることは紛れもない事実である。お寺の社会貢献も、都市が力を
入れて精力的におこなわれることで、全国 7 万超のお寺のブームとなり、
やがて地域に様々なお寺の社会貢献活動が定着していくことが望まれる。
今後のお寺の活動に新しい視点を与え、なおかつお寺の今後に期待を抱か
せる良書である。 
